


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































-14- 生 活 環 境 学 科
生活科学論ゼミナールを開設し､前述したような現代の
生活問題の解明に学際的､総合的に取り組もうとしてい
る点であり､また､それらを学問的に総括して新たな生
活科学の体系化を目指そうとしている点である｡
生活科学は､親科学としての生活科学の対象と方法に
独自性があること､領域科学の問題領域が明確であるこ
と､の二つの要件によって体系だてられる｡領域科学を
分類する視点の一つとしてこれまでは衣 ･食 ･住という
モノで分ける考え方が支配的であったが､この体系だて
は安易すぎる｡現代の生活問題とその解決という視点か
ら問題領域を分け､それによって体系化を行なうべきで
ある｡しかし､問題領域は今はまだ動いている｡そうい
う状況では安易な体系を立てるよりも､個々の生活問題
の解明と解決へ向けた研究の蓄積が重要である｡
Summary
InthispaperIexplainedmythoughtaboutatheoryandasystem ofHumanLifeScience.Contentsareas
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